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▼
平
成
17
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
予
算
第
２
号
は
財
源
の
振
替
で

す
。

▼
平
成
17
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
２
８
３

千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
４
６
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
天
川
村
情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

村
政
の
諸
活
動
を
村
民
に
説
明
す
る
責

任
を
果
た
す
た
め
、
公
文
書
の
開
示
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

職
員
の
人
事
に
関
す
る
事
項
を
公
表
す

る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
定
め
る

も
の
で
す
。

▼
天
川
村
山
癒
の
里
寄
付
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

豊
か
な
自
然
環
境
と
地
域
の
歴
史
文
化

を
守
る
た
め
規
定
を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
農
・
林
道
事
業
及
び
治
山
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

村
が
実
施
す
る
農
・
林
道
の
開
設
及
び

治
山
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
利
益
を
受

け
る
も
の
か
ら
の
分
担
金
を
徴
収
す
る
も

の
で
す
。

▼
天
川
村
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分
担

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
に
つ
い
て
利
益
を

受
け
る
も
の
か
ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
も

の
で
す
。

▼
天
川
村
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、

国
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
天
川
村
国
民
保
護
協
議
会

を
設
置
し
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
天
川
村
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
を
設
置
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
祝
い
金
交
付
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て少

子
化
対
策
等
新
た
な
制
度
を
設
け
る

た
め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年
第
１
回
天
川
村
議
会
定
例
会

が
、
３
月
10
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
、
提

出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
て
、
３
月
16
日
閉
会

し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

▼
平
成
17
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

３
９，

１
５
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３，

５
２
６，

９
２
０
千
円
と
し
ま
し

た
。

▼
平
成
17
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

補
正
予
算
第
２
号
は
財
源
の
振
替
で
あ

り
ま
す
。

―
―
平
成
18
年
第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
―
―

▼
平
成
17
年
度
天
川
村
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

１
１，

６
２
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
４
１
９，

３
５
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

４
１，

４
５
０
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
１
６
２，

６
５
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

議
決
事
項

車谷村長議案説明

条
例
に
つ
い
て



▼
天
川
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
村
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
電
子
計
算
組
織
処
理
に
係
る
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
会
等
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
、
旅
費
等
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

村
長
に
係
る
給
料
及
び
期
末
手
当
・
旅

費
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

期
末
手
当
、
旅
費
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、本
村
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
般
職
に
準
じ
て
調
整
手
当
を
削
る
も

の
で
す
。

▼
天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

介
護
納
付
額
の
改
正
及
び
医
療
費
の
上

昇
に
伴
う
財
源
確
保
の
た
め
の
税
率
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

保
険
料
及
び
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
率
区
分
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
天
の
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
洞
川
温
泉
セ

ン
タ
ー
、
天
川
薬
湯
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

入
湯
料
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
削
り
条

文
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

名
称
及
び
位
置
、
使
用
料
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

▼
天
川
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

天
川
小
学
校
の
設
置
に
伴
い
、
位
置
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
南
和
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て障

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
、

南
和
広
域
連
合
で
事
務
を
取
組
む
た
め
関

係
部
分
に
つ
い
て
所
要
の
変
更
を
行
う
も

の
で
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

２，

２
４
９，

４
４
３
千
円
の
計
上
で

あ
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

２
５
５，

０
０
０
千
円
で
前
年
比
６
・

４
％
の
増
額
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

４
０
０，

０
７
６
千
円
で
前
年
比
０
・

２
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

１
７
７，

７
３
５
千
円
で
前
年
比
15
・

７
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

２
０，

７
１
７
千
円
で
前
年
比
１
・

５
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
栃
尾
簡
易
水
道
特

別
会
計
に
つ
い
て

２，

４
１
７
千
円
で
前
年
比
１
％
の
減

額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3

議
決
事
項
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▼
平
成
18
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

１
４
１，

９
６
６
千
円
で
前
年
比
16
・

１
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

８
０
０
千
円
で
前
年
比
14
・
３
％
の
増

額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

２
５
４，

８
１
９
千
円
で
前
年
比
35
・

１
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
温
泉
施
設
等
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

１
３
３，

１
９
４
千
円
で
前
年
比
２
・

８
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
18
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

１
４
５，

６
３
５
千
円
で
前
年
比
39
・

２
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

天
川
村
大
字
坪
内
46
番
地
　
井
頭
東
洋

氏
が
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▼
天
川
村
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

天
川
村
議
会
議
員
の
定
数
を
10
人
を
８

人
に
改
め
た
も
の
で
す
。

▼
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
の
採
択
に
つ
い
て

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
道
路
が
引
き
続

き
計
画
的
に
整
備
管
理
が
出
来
る
よ
う
財

源
の
確
保
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

▼
国
の
責
任
を
患
者
・
地
方
自
治
体
に
転

嫁
す
る
「
医
療
制
度
改
革
」
に
反
対
す
る

意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

「
病
院
の
追
い
出
し
」
な
ど
の
強
制
が

懸
念
さ
れ
、
地
域
医
療
の
混
乱
が
住
民
に

し
わ
寄
せ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
要

望
す
る
も
の
で
す
。

▼
根
来
議
員
の
質
問

中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か

▼
上
杉
教
育
長
答
弁

か
ね
て
よ
り
村
の
教
育
行
政
の
構
想

は
、
一
小
学
校
、
一
中
学
校
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
小
学
校
の
統
合
を
実
現
す
る
こ

と
に
傾
注
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
中
学
校

の
統
合
問
題
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

▼
根
来
議
員
質
問

行
政
改
革
に
お
い
て
課
が
減
少
す
る
中

で
、
十
分
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
な
え
る

の
か

▼
車
谷
村
長
答
弁

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
第
一
に
、
組

織
改
革
を
実
施
し
ま
す
。
職
員
の
効
率
的

配
置
に
よ
り
、
事
務
の
一
元
化
、
充
実
を

図
り
村
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、
利

用
し
や
す
い
組
織
の
改
革
で
あ
り
ま
す
。

更
に
は
そ
れ
が
事
務
的
経
費
の
抑
制
、

又
人
件
費
の
抑
制
に
反
映
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

同
意
事
項

追
加
議
案

一
般
質
問
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歳入　22億49,443,000円
地方交付税 1,130,000千円 (50.2%)

村債 198,300千円 (8.8%)

繰入金 185,816千円 (8.3%)

村税 185,590千円 (8.3%)

県支出金 147,041千円 (6.5%)

国庫支出金 129,787千円 (5.8%)

寄付金 80,010千円 (3.6%)

使用料及び手数料 51,634千円 (2.3%)

繰越金 50,000千円 (2.2%)

地方譲与税 35,722千円 (1.6%)

地方消費税交付金 20,128千円 (0.9%)

諸収入 15,118千円 (0.7%)

自動車取得税交付金 12,780千円 (0.6%)

地方特例交付金 2,616千円 (0.1%)

財産収入 1,183千円 (0.1%)

分担金及び負担金 2,673千円 (0.1%)

利子割交付金 436千円 (0.0%)

配当割交付金 339千円 (0.0%)

株式等譲渡所得割交付金 270千円 (0.0%)

合計 2,249,443千円 (100%)

平成18年度　当初予算

諸収入 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
財産収入 
分担金及び負担金 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 

15,118千円（0.7%） 
12,780千円（0.6%） 
2,616千円（0.1%） 
1,183千円（0.1%） 
2,673千円（0.1%） 
436千円（0.0%） 
339千円（0.0%） 
270千円（0.0%） 

村債村債 
198,300千円 
（8.8%） 

地方交付税地方交付税 
1,130,000千円 
（50.2%） 

村債 
198,300千円 
（8.8%） 

繰入金　185,816千円（8.3%） 
村税　185,590千円（8.3%） 

県支出金　147,041千円（6.5%） 
国庫支出金　129,787千円（5.8%） 

寄付金　80,010千円（3.6%） 

使用料及び手数料 
51,634千円（2.3%） 

繰越金 
50,000千円（2.2%） 

地方譲与税 
35,722千円（1.6%） 

地方消費税交付金 
20,128千円（0.9%） 

地方交付税 
1,130,000千円 
（50.2%） 

22億49,443,000円 22億49,443,000円 

歳　入 
22億49,443,000円 22億49,443,000円 

歳　出 

諸支出金 
1,649千円（0.1%） 

予備費 
10,000千円（0.4%） 

議会費 
46,263千円（2.1%） 

総務費総務費 
313,669千円 
（13.9%） 

民生費生費 
303,033千円 
（13.5%） 

衛生費衛生費 
151,249千円 
（6.7%） 

総務費 
313,669千円 
（13.9%） 

民生費 
303,033千円 
（13.5%） 

衛生費 
151,249千円 
（6.7%） 

労働費 
2,761千円 
（0.1%） 
農林水産業費農林水産業費 
179,278千円 
（8.0%） 

農林水産業費 
179,278千円 
（8.0%） 

商工費商工費 
277,573千円 
（12.3%） 

商工費 
277,573千円 
（12.3%） 

土木費 
220,671千円（9.8%） 

消防費 
111,459千円（5.0%） 

教育費教育費 
246,937千円 
（11.0%） 

教育費 
246,937千円 
（11.0%） 

災害復旧費 
250千円（0.0%） 

公債費 
384,651千円 
（17.1%） 

歳入　22億49,443,000円

総　　額　37億8,180万2千円
一般会計　22億4,944万3千円（前年比　△30.4％）
特別会計　15億3,235万9千円（前年比　△ 4.5％）

性質別（科目名称） 平成17年度 平成18年度 比　較 増減率

人件費 559,563 483,124 －76,439 －13.66

物件費 346,296 266,865 －79,431 －22.94

維持補修費 20,527 16,578 －3,949 －19.24

扶助費 81,313 91,062 9,749 11.99

補助費等 231,823 252,589 20,766 8.96

普通建設事業費 1,346,893 443,343 －903,550 －67.08

災害復旧事業費 250 250 0 0.00

公債費 360,590 384,651 24,061 6.67

積立金 1,516 1,342 －174 －11.48

投資及び出資金 41 148 107 260.98

貸付金 0 100 100 皆増

繰出金 275,025 299,391 24,366 8.86

予備費 10,000 10,000 0 0.00

合計 3,233,837 2,249,443 －984,394 －30.44

※上記の用語の意味は次のとおりです。
人件費……………職員給与・特別職給与等
物件費……………賃金・消耗品費・燃料費・光熱水費・各種管理委託料等
維持補修費………道路等の維持補修費等
扶助費……………生活扶助・児童措置費・老人保護費等
補助費等…………団体補助金及び負担金・各種保険料等
普通建設事業費…村道・農林道新設改良工事・橋梁架設工事等
公債費……………地方債の元利償還金・一時借入金利子等
繰出金……………特別会計への繰出金（国保会計・老人保健会計・下水道会計等）

（単位：千円）

平成18年度一般会計予算性質別一覧表≪一般会計の内訳≫
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平成18年 区長さんの紹介平成18年 区長さんの紹介

国保診療所よりのお知らせ
天川村国保診療所では、４月１日から１年間、医療法人豊生会より医師を派遣していいだくこと

になりました。
尚、診療日については、下記のとおりです。
また、村では、平成19年４月から国保診療所の指定管理者制度（民間委託）の導入を考えており、

住民に対する医療サービスが低下しないように十分に検討していきます。

各区長さん方には行政のパイプ役とて、何かとご無理をお願いいたしましてお世話になっております。

退任されました区長さん、大変お世話になりました。今後とも村政にお力添え賜りますようお願

いいたします。 （敬称略）

洞
川
区

桝
谷
　
源
逸

北
角
区

堀
口
　
　
博

中
越
区

中
西
　
泰
彦

川
合
区

赤
井
　
清
志

沖
金
区

水
口
十
男
十
郎

中
谷
区

堀
口
　
丈
夫

沢
原
区

森
田
　
幸
彦

北
小
原
区

清
水
　
次
郎

五
色
区

福
上
　
芳
郎

南
日
裏
区

柿
坂
　
將
美

坪
内
区

井
頭
　
東
洋

九
尾
区

弓
場
　
　
昭

栃
尾
区

玉
井
　
賢
司

和
田
区

上
西
　
良
継

籠
山
区

石
崎
　
英
明

庵
住
区

冨
本
　
重
恭

山
西
区

今
西
　
　
勉

広
瀬
区

泉
谷
　
邦
廣

塩
野
区

平
　
　
笑
和

※検査日（胃透視等）は、毎週金曜日の午前に行います。
※往診については、診療終了後に行ないます。
【受付時間】
●　午前の部　　午前　8時30分より午前11時まで
●　午後の部　　午後　1時30分より午後3時30分まで

お問い合わせは　天川村国保診療所　10747-63-0355

土

一
般
診
療

休
　
　
診

金

一
般
診
療

一
般
診
療

木

一
般
診
療

一
般
診
療

水

一
般
診
療

休
　
　
診

火

休
　
　
診

休
　
　
診

月

一
般
診
療

一
般
診
療

午
　
前

午
　
後

検
査
日
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平成18年4月1日から、国民健康保険税の税率が変更になります。

国民健康保険は、わたしたちが安心してお医者さんにかかるために、とても大切な制度です。昨
年の４月に税率改正を行いましたが、医療費は高い状態が続いており、国保の財政が圧迫され保険
税を引き上げる事となりました。改正内容につきましては、下記の通りとなりましたのでご理解・
ご協力お願いいたします。

国民健康保険税の税率変更のお知らせ

■ 医療分

旧　税　率 新　税　率
平　　等　　割　　額

（１ 世 帯 に つ き） ２３，４００円 ３０，０００円
均　　等　　割　　額

（１　人　に　つ　き） ２５，８００円 ３３，６００円
所　　得　　割　　率

（課 税 所 得 に 対 し て） ７．００％ １０．４０％
資　　産　　割　　率
（固定資産税額に対して） ５５．００％ ７７．００％

■ 介護分

旧　税　率 新　税　率
平　　 等　 割　　 額　
（１ 世 帯 に つ き） ５，４００円 ５，４００円
均　　 等　 割　　 額　
（１　人　に　つ　き） ９，０００円 １０，２００円
所 得 割　　 率　
（課 税 所 得 に 対 し て） １．３０％ １．５０％
資 産 割　　 率　
（固定資産税額に対して） １５．００％ １５．００％

わたしたちのちょっとした心がけと健康づくりで医療費を節約することができます。

医療費の節約にご協力をお願いします。

固定資産税・村県民税の前納報奨金が平成18年度から廃止になります
固定資産税と住民税の前納全納は従来どおりできますが割引がありません。

口座振替を全納で契約されている方で期別納付へ変更される方は金融機関へ口座振替依頼書

により変更してください。

詳しくは　役場住民課へお問合せください。 1０７４７-６３－０３２１

国民健康保険税の税率変更のお知らせ国民健康保険税の税率変更のお知らせ
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国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に受ける年金が減額されたり受けられない場合があります。
また、障害基礎年金や遺族基礎年金などについても受けることができない場合があります。社会保険事務
所では、皆さんの年金権を確保するため、納付期限を過ぎて保険料が納められていない場合は「電話」や
「ご自宅の訪問」によって納付のご案内をしています。

奈良社会保険事務局が委託した業者から、保険料の納め忘れがある人に、電話で納付のご案内をしてい
ます。委託した業者には、徹底した守秘義務が課せられています。夜間・休日にも電話や訪問を行いま
すので、ご理解・ご協力をお願いします。

社会保険事務所の職員または「国民年金推進員」が、直接ご自宅へお伺いし、制度の説明や納付の相談
を行っています。「国民年金推進員」は、非常勤の国家公務員で職員証明証を携帯しています。

s会社などを退職された人へ
60歳未満で厚生年金や共済組合を辞めた人は、14日以内に役場住民課の

窓口で、国民年金に加入の手続きをして国民年金保険料を納めていただくこ
とになります。なお、扶養している配偶者がいれば、配偶者も国民年金の種
別変更の手続きが必要となります。

加入手続き後に、社会保険庁から送付される国民年金保険料納付案内書により、毎月の保険料を翌月末
までにご自分で納めることになります。

申請によって、保険料納付を免除される制度があります。（保険料免除制度）
30歳未満の人には、「若年者納付猶予制度」があります。

国民年金は、国が責任をもって安全・確実に運営しており、老後は生涯にわたって老齢年金を受け取る
ことができます。また、老後だけではなく、万が一けがや病気で障害が残ったり、生活を支えている一家
の働き手を亡くした場合は、障害年金や遺族年金があります。不測の事態に備えるためにも、未加入・納
め忘れを避けなくてはなりません。

■問い合わせ　奈良社会保険事務局　年金課　10742－32－0505

年金制度は、一人ひとりが納めた保険料によって、お年寄り・障害者・遺族の人など多くの人た
ちを支えています。また、「高齢者世帯の収入の約7割が年金収入」「6割の高齢者世帯が年金収入の
みで生活」という現状もあり、年金は高齢者の生活を大きく支えています。
保険料は納め忘れのないようにしましょう！

電話でのご案内

保険料の納付

保険料納付が困難な場合

ご自宅への訪問

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？ 国民年金保険料の納め忘れはありませんか？ 



9

３月５日（日）みたらい渓谷管理釣り場において、

ふれあい釣り大会を開催しました。当日は晴天に恵ま

れ気温、水温とも絶好の釣り日和になりました。

午後１時から３時までの短い間でしたが、皆お目当

てのポイントで20cmから大きいものでは50ｃｍクラス

のニジマスが沢山釣れてにぎやかで楽しい大会になり

ました。優勝者は、55ｃｍでびっくりするほど大きか

ったなあ。

来年も天気に恵まれますように!!

ふれあい釣り大会
天川村漁業組合・天川村子ども会連絡協議会主催

３年ぶりに
開催しました

●見て 聞いて 語って ふれあい 学びあう ●

社会教育学級での学習を希望される方は、それぞれの学級の代表者にお申し込み下さい。

■問い合わせ先 天川村教育委員会事務局　163－0321内線213まで

※塩野・広瀬地区の方は 市外局番0747を付けてください。

社会教育学級とは、連帯感を高め、人生をより豊かにする皆さんの集いです。

学　級　名 代　表　者 電　　話

紫光友遊会 上西　文一 65－0418

水分高齢者学級 堀口　善昭 63－0518

花の生涯塾 桝谷　譲二 64－0258

和田女性学級 乾井　宣代 65－0048

栃尾女性学級 玉井　宏子 65－0015

さつき女性学級 中西　里美 63－0758

和光高齢者学級 上西　仁作 65－0008

親愛学級 三浦　勝子 64－0789

ぼちぼちやろうかい 鹿尾　善治 63－0021

坪内女性学級 水口　順子 63－0243

洞川女性学級 宮田　民千代 64－0510

天川村社会教育学級生募集 天川村社会教育学級生募集 
平成18年度 
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３
月
14
日
天
川
村
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
森
林
再
生
支
援
セ
ン

タ
ー
と
天
川
村
と
の
共
催
に
よ
り

「
世
界
遺
産
を
シ
カ
か
ら
守
れ
―
大

峯
山
脈
の
自
然
再
生
に
向
け
て
―
」

と
い
う
事
で
、
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

森
林
被
害
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。森

林
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
田
村

理
事
長
、
天
川
村
長
の
挨
拶
に
引
き

続
き
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教

授
の
湯
本
貴
和
先
生
に
よ
る
「
世
界

遺
産
を
シ
カ
が
食
う
―
シ
カ
に
よ
る

植
生
の
劣
化
は
日
本
全
国
の
問
題
―
」

と
い
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

で
は
、
近
年
全
国
各
地
に
お
い
て
同

時
多
発
的
に
、
シ
カ
に
よ
る
自
然
植

生
へ
の
食
害
が
顕
在
化
し
て
き
て
お

り
、
近
畿
地
方
で
は
大
台
ヶ
原
の
ト

ウ
ヒ
林
や
八
経
ヶ
岳
周
辺
の
シ
ラ
ビ

ソ
林
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
等
の
植
生

の
衰
退
・
山
地
の
崩
壊
は
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
事
や
、
そ
の
状
況

が
社
会
的
に
十
分
認
知
さ
れ
る
こ
と

な
く
放
置
さ
れ
た
場
合
、
森
林
自
体

に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
住
民
の
生
活
基

盤
の
崩
壊
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
農
林
課
の
職
員
よ
り
「
自
然

資
源
を
守
り
村
の
将
来
を
拓
く
―
天

川
村
か
ら
大
峯
の
自
然
再
生
を
考
え

る
―
」
と
い
う
事
で
、
天
川
の
歴
史

性
と
そ
れ
に
培
わ
れ
た
自
然
環
境
と

今
後
の
自
然
再
生
へ
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
奈
良
教
育
大
学
の

松
井
淳
教
授
に
よ
る
大
峯
山
脈
の
森

林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報
告
や
、
屋
久

島
で
ネ
ー
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
を
な
さ
っ

て
い
る
手
塚
賢
至
氏
に
よ
る
屋
久
島

の
現
状
な
ど
非
常
に
興
味
深
い
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
り
ま
し
た
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
は
、「
大
峯
の

自
然
い
ま
・
む
か
し
」
と
題
し
ま
し

て
、
中
谷
の
平
恵
子
さ
ん
が
、
趣
味

と
し
て
撮
り
た
め
て
い
た
大
峯
山
脈

世
界
遺
産
を
シ
カ
か
ら
守
れ

―
大
峯
山
脈
の
自
然
再
生
に
向
け
て
―

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

受付状況

車谷村長挨拶
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の
森
林
植
生
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、

30
年
前
と
現
在
の
写
真
が
対
比
し
て

展
示
さ
れ
て
お
り
、
写
真
か
ら
は
草

花
の
多
様
性
が
失
わ
れ
樹
木
が
枯
れ

て
行
く
姿
が
見
ら
れ
、
年
々
急
速
に

荒
廃
し
て
い
る
山
岳
の
様
子
が
一
目

で
確
認
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
写
真
に

つ
い
て
は
、
平
恵
子
さ
ん
の
地
道
な

努
力
の
結
果
で
あ
り
、
現
在
の
大
峯

を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
来
場

者
の
関
心
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
県
内
で
一
番
自
然
環
境
に
優
れ

て
い
る
天
川
村
の
よ
う
な
場
所
が
、

地
球
規
模
の
気
候
の
変
動
に
よ
る

様
々
な
要
因
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

る
被
害
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
に
住
む
者
が
関
心
を
持
ち
、
そ
し

て
次
世
代
に
優
れ
た
天
川
村
の
環
境

を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
住
民
の

協
働
の
上
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
の
力
を

結
集
し
て
自
然
再
生
の
取
り
組
を
継

続
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

言
う
事
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

写　真　展

意見交換

手塚賢至氏（屋久島についての説明）
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天
川
村
に
お
け
る
情
報
通
信
格
差
の
是

正
を
図
る
た
め
、
携
帯
電
話
会
社
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
が
参
画
し
、
平
成
17
年
度
・
天

川
村
栃
尾
地
区
に
整
備
し
て
お
り
ま
し
た

『
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
』
が

終
了
し
ま
し
た
。

整
備
に
あ
た
り
建
設
場
所
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
杉
本
敬
蔵
様
を
は
じ
め
、
栃

尾
区
民
の
皆
様
に
も
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
18
年

４
月
下
旬
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ

対
応
の
機
種
で
通
話
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格

◇
〈
一
般
幹
部
候
補
生
〉

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
　

◇
〈
２
等
陸
・
海
・
空
士
〉

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

▼
受
付
期
間

◇
〈
一
般
幹
部
候
補
生
〉

18
年
４
月
１
日（
土
）〜

５
月
12
日（
金
）ま
で

◇
〈
２
等
陸
・
海
・
空
士
〉

18
年
４
月
１
日（
土
）〜５

月
中
旬
ま
で

▼
採
用
試
験
日

◇
〈
一
般
幹
部
候
補
生
〉

18
年
５
月
20
日（
土
）

◇
〈
２
等
陸
・
海
・
空
士
〉

18
年
５
月
下
旬
予
定

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
募
集
事
務
所

０
７
４
７
（
22
）
３
７
８
９

農
地
の
転
用
に
は
、
許
可
が
必
要
で
す

▼
農
地
の
転
用
に
つ
い
て

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
優
良
農
地
の

確
保
と
農
業
以
外
の
土
地
利
用
を
調
整

し
、
計
画
的
な
土
地
の
利
用
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
は
農
業
上
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
宅
を
建
設
し
た
り
農
業
以
外

の
目
的
で
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
律

で
農
地
の
転
用
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
転
用
（
農
地
法
第
３
条
・
４

条
・
５
条
）
に
つ
い
て
は
、
許
可
が
必
要

で
す
。

無
断
で
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場

合
、
農
地
法
違
反
と
し
て
工
事
の
中
止
や

現
状
回
復
等
の
命
令
を
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
罰
金
と
罰
則
の
適
用
が
あ
り
ま

す
。

▼
農
地
法
に
係
る
別
段
（
下
限
）
面
積
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５

号
に
規
定
す
る
別
段
の
面
積
を
平
成
18
年

４
月
１
日
よ
り
天
川
村
の
全
域
に
お
い

て
、
高
齢
化
に
よ
り
農
業
の
担
い
手
が
不

〜
全
国
農
業
新
聞
購
読
の
お
す
す
め
〜

農
家
の
た
め
の
情
報
誌
で
す
。

●
発
刊
　
　
月
４
回

●
購
読
料
　
６
０
０
／
月

●
お
申
し
込
み
は

役
場
内
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

足
し
、
遊
休
農
地
が
増
加
す
る
事
を
防
ぐ

た
め
に
、
村
内
で
耕
作
を
目
的
と
し
た
農

地
の
権
利
を
取
得
す
る
際
に
必
要
な
農
地

面
積
を
現
状
20
ア
ー
ル
か
ら
10
ア
ー
ル
に

緩
和
し
ま
す
。

▼
農
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
産
業
建
設
課
内

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

（
1
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
１
）

【
県
内
居
住
の
就
職
希
望
者
】

▼
概
要

●
コ
ー
ス
名

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

受
講
期
間

５
月
29
日（
月
）

〜
６
月
13
日（
火
）

内
容

エ
ク
セ
ル
３
級
資
格
試
験
あ
り

短
期
間
で
資
格
取
得

対
象

文
書
作
成
が
で
き
る
方

農
業
委
員
会
よ
り
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の

ご
案
内

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
栃
尾
局
・

開
局
に
つ
い
て

し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

「
第
１
回
パ
ソ
コ
ン
講
習
」

お し ら せ
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●
コ
ー
ス
名

ワ
ー
ド
コ
ー
ス

受
講
期
間

６
月
15
日
（
木
）

〜
６
月
30
日
（
金
）

内
容

ワ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

文
書
の
作
成
、
編
集
を
学
ぶ

対
象
　
初
心
者
の
方

¡
12
日
間
　
９
時
〜
16
時

¡
定
員
は
、
各
コ
ー
ス
、
奈
良
会
場
30
人
、

高
田
会
場
24
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

¡
受
講
料
１
０，

７
４
０
円
別
途

¡
教
材
費
（
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
は
受
講
料

も
）
必
要

▼
申
し
込
み

５
月
９
日（
火
）９
時
〜
17
時
か
、
５
月

10
日（
水
）９
時
〜
12
時
に
、
80
円
切
手

を
貼
っ
た
封
筒
を
持
参
の
う
え
、
本
人

が
希
望
会
場
へ

▼
会
場

奈
良
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

奈
良
市
西
木
辻
町
93
―
６

1
０
７
４
２
―
23
―
５
７
３
０

高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

大
和
高
田
市
西
町
１
―
60

1
０
７
４
５
―
24
―
２
０
１
０

I N F O R M A T I NO

1 2 3 4

地域福祉ボランティア基金
金２１，９８６円

塩野ボランティアあじさい様
ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金 １００，０００円

弓場　子彼野様
（亡夫實則様　ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円

橋本　松子様
（亡母 フデ子様 ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円

植林　フミ子様
（亡夫龍男様 ご供養として）

ありがとうございました
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11月13日、秋の洞川山上川
沿いを、自然植生の名残を訪
ねながら歩きました。
紅葉は例年に比べそれほど

鮮やかではありませんでした
が、点在する落葉広葉樹が、
スギ林のグリーンに美しく映
えていました。

本年度も一年間ありがとうございました。

「秋の渓畔林を歩こう」講師：樹医・森林インストラクター

吉野武文先生

「
渓
谷
林
」
と
「
渓
畔
林
」

渓
流
沿
い
に
成
立
す
る
自
然
植
生
の
森
林
と
し
て
は
、「
渓
谷
林
」
と
「
渓
畔

林
」
の
２
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。「
渓
谷
林
」
は
、
渓
流
沿
い
の
湿
潤
な
土
壌
の

堆
積
し
た
不
安
定
立
地
の
崖
錐
斜
面
や
岩
礫
地
に
成
立
し
、
落
葉
広
葉
樹
の
ケ
ヤ

キ
、
カ
エ
デ
、
シ
デ
類
を
主
体
と
し
た
林
分
で
す
。
ま
た
「
渓
畔
林
」
は
、
渓
流

か
ら
の
水
分
が
常
に
供
給
さ
れ
る
湿
潤
な
箇
所
で
、
比
較
的
排
水
の
良
い
砂
礫
土

の
堆
積
し
た
不
安
定
立
地
の
谷
底
や
渓
谷
沿
い
の
河
岸
テ
ラ
ス
地
に
成
立
し
、
羽

状
掌
状
、
複
葉
の
落
葉
広
葉
樹
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

渓
谷
林
と
い
え
ば
み
た
ら
い
渓
谷
で
す
が
、
山
上
川
沿
い
に
点
在
す
る
落
葉
広

葉
樹
林
で
は
、サ
ワ
グ
ル
ミ
、サ
ワ
シ
バ
、ミ
ズ
キ
、イ
ヌ
シ
デ
、シ
オ
ジ
、イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
、オ
オ
モ
ミ
ジ
、エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ
、コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、チ
ド
リ
ノ
キ
、ケ
ヤ

キ
、ト
チ
ノ
キ
、ウ
ツ
ギ
、カ
ツ
ラ
、フ
サ
ザ
ク
ラ
な
ど
、渓
畔
林
を
構
成
す
る
樹
種
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ご
ろ
ご
ろ
水
下
の
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
カ
ツ
ラ
の
大
径
木
は
渓
畔

林
の
名
残
で
、
白
の
平
の
ケ
ヤ
キ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大
径
木
や
、
カ
ジ
カ
の
滝
の

カ
エ
デ
、
シ
デ
類
等
の
林
は
渓
谷
林
の
名
残
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
保
全

保
護
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
復
元
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

植
生
復
元
の
た
め
の
樹
種
の
調
達
に
は
、
復
元
を
容
易
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

遺
伝
子
攪
乱
防
止
の
意
味
か
ら
も
、
山
上
川
周
辺
に
現
存
す
る
樹
木
か
ら
種
子
を

採
取
し
、
苗
木
に
し
て
か
ら
移
植
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
緑
化
の
た
め
に
本
来
生
育
し
て
い
な
い
種
や
系
統
を
持
ち
込
ん
で
生
態
系

を
攪
乱
す
る
こ
と
の
危
険
性
は
最
近
や
っ
と
一
般
に
も
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
同
種
の
植
物
に
お
い
て
も
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
保
護
が
必
要
で
す
。
遠
く

離
れ
た
地
域
の
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
を
弥
山
に
植
樹
し
た
と
し
て
も
根
付
く
と
は
限

り
ま
せ
ん
し
、
た
と
え
根
付
い
た
と
し
て
も
、
現
在
の
よ
う
な
群
落
を
作
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
、
周
辺
の
植
物
と
の
か
か
わ
り
で
全
く
違
っ
た
景
観
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

遺
伝
子
情
報
は
進
化
の
長
い
歴
史
の
過
程
で
獲
得
さ
れ
て
き
た
か
け
が
え
の
な

い
自
然
界
の
遺
産
で
あ
り
、
遺
伝
子
攪
乱
は
遺
伝
子
の
学
術
的
価
値
と
資
源
的
価

値
を
消
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
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２月４日、恒例の冬の観音峰登山を行いまし
た。今年は冬の到来が早かったせいか、この時
期には珍しい暖かい陽気と雨で、かなりの雪が
消えて氷になっていました。
展望台はあいにくの雪空で景色を楽しむこと
は出来ませんでしたが、ルーペで雪の結晶を観
察しました。形はいろいろあるようですが、す
べて六角形になっていました。

豕瀬が南朝と天川村の関わりに
ついて説明しています。

平成17年度自然観察事業参加者数は下記の通りでした。ご参加ありがとうございました。

№ 日　　付 観　　　察　　　会 村内 村外 スタッフ 計

① ５月７日 野鳥たちのシンフォニーin白川八丁 5 10 6 21

② ５月21日 大峯奥駈道を訪ねて～大普賢岳～ 5 20 4 29

③ ６月12日 観音峰フラワーハイキング 5 19 3 27

④ ７月９日 洞川石灰岩地帯と鍾乳洞めぐり 4 5 5 14

８月６日 夜の大原山と星空の観察会
⑤

（8月18日） （雨の為途中から中止18日再度開催）
7 9 5 21

⑥ ８月21日 クラフト＆花炭を作ろう 19 0 18 37

⑦ ９月10日 夏の終わりの野草教室 5 14 5 24

⑧ 10月16日 栃尾辻ブナの森を歩こう 7 25 4 36

⑨ 11月13日 秋の渓畔林を歩こう 4 8 5 17

⑩ ２月４日 冬の観音峰を登ろう 1 10 2 13

合　　　　　　計 62 120 57 239

「冬の観音峰を登ろう」
ガイド：天川村役場　観光農林課 課長補佐 豕瀬 充

折り込みの平成18年自然観察会予定表もご覧下さい。



写 写 
真 
館 
真 
館 

天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

天川 春のおとずれ

ふきのとう

福寿草

★皆さまからの写真をお待ちし
ています。
（子どもの写真、花・風景の
写真でも結構です）

天川村役場総務課広報係まで。

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
観
光
農
林
課
広
報
係（
内
線
132）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-mail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.nara.jp

広
報
 

平
成

18年
３
月

31日
発
行
　
通
巻
350号

村のうごき

人
口

2,022人
（
＋
２
）

2006年
２
月
28日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女1,071人
（
＋
１
）

男951人
（
＋
１
）

世
帯
数

819戸
（
＋
１
）
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